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博物館の現状について O会員館園の紹介 大津市立科学館

無関心へのアプローチ (その 5 ) 

無関心層へのアプローチ. 言葉としてはただの一言で

あるが，乙のための有効な策となると，ほんとうに難し

い.今日博物館がおかれている状況をみると，乙の問題

が緊急な問題である乙とは誰 しも認めると ζ ろである

が，さればといって，すぐに有効適切な方法を打出すと

とも叶わず， 夫々が懸命 lζ暗中模索しているというのが

実情ではなかろうか.

私事で恐縮であるが， 以前私が受持った生徒(高校生)

の中 IC. どうしても心を開かない生徒が一人いた.何を

きいても殆ど答えないのである . 私としてはいろいろと

手を尽したつもりではあったが，ついにとの生徒の考え

ているととを理解する ζ とはできなかった.

二年生の夏休みの終ったあと，彼は自分で書いた手紙

をもってきた 内容は休み中に，宮城県T聞かれたある

宗教団体の集会に参加したが，夜の野外ミーテングの折

IC，知っている人もなく，一人でうなだれていると，若

者の一人が「ぽん」と肩をたたき ， 何かを話しかけてき

た.それからは，次々とお互いに自分の気持を語り合う

ようになり，無二の親友になったというのである.以

後， 彼はまるで別人のように明るくなり，クラスの人気

者になった. 私が一年半も苦心してなお達成できなかっ

たととを，との青年は，肩をたたく一瞬の行為によっ

て，やってのけたのである.との蔭IC は， もっと深い思

いやりがあったからに相違ないが，何か心のふれ合い，

そのきっかけの大切さを語っているように恩われてなら

なし\

今日，博物館iζ対して全く関心を持っていないという

人は， 恐らく少数であると思われる.毎日のように自然

破壊 ・ 文化財保護の問題が，わが町わが村の問題とし
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山形県立博物館 大友義助

て，マスコミによって報ぜられ， ζ れに対して博物館が

何等かの発言を求められたり ， 期待されたりしているか

らである.

しかし， ζ れらの人々がある期待をもって博物館を訪

れるかというとそうとは限らない.博物館は何かいかめ

いところ ， 高尚なところ ， 難しいと ζ ろという印象が私

達の聞にすら残 っている.ζれらの印象を如何にして拭

い去り，誰でも気楽に入れるととろ， 何か得るところが

あるところというイメージを抱かせていくととも，当面

の課題の一つであるよう !ζ恩われる.
私達の館は開館五年目の新しい博物館で，市内の人々

にすら活動の状況はよく知られていない. 乙れまでも講

演会 ・ 研究会 ・ 映写会等を開いたり，特別展を催するな

ど. P R ICつとめてきたつもりであるが，まだ市内の教

員ですら ， 一度も入館したととがないという人に会うと

とがある . ζ のような中で， 今年初めて一般婦人を対象

lζ 「自然と人間」をテーマとする講座と ， やや専門家層

を対象にした「植物生態学講座」を開催してみたのであ

るが，はじめは果して幾人の人が参加してくれるか甚だ

心配であった.ところが予想に反して，たちまち予定の

人数をはるかに越す申込者があり，ついにはかなりの方

々を断わらざるを得なかった.

ともかく ， とのように博物館に何かを求めようとする

人々が多くいるのである . ただ ， そのきっかけが得られ

ないために， 大部分の人が結局は訪れないという結果を

もたらしているように思われるのである.無関心層とい

うよりも ， とれらの人々に，あらゆる機会をとらえて，

そのきっかけを作り出し， それをつかんで貰うととが，

より大切なのではないだろうか.いわば潜在的な入館希
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望者を如何にして現実の入館者たらしめるかが課題であ

ると恩われる .

乙のために， それぞれの館がさまぎまな試みを， 敢え

て実行してみたらどうだろうか. 博物館という既成の観

念lζ 乙だわらずに，見えや外聞をすてて，地域の人々と

ともに問題の所在を考え，その正しい解決の方向を模索

する姿勢が大切なのではないだろうか.

昭和50年度全国科学博物館協議会理事会， 総会を開催

昭和50年度全国科学博物館協議会の理事会および総会

が 6 月 7 自に国立科学博物館大会議室で開催された.

福田理事長から博物館の近代化にともない国際的にも

博物館職員の訓練の実施等の機運も高まってきており ，

全科協の活動に対する期待もきわめて大きいものがある

旨のあいさつがあり，引きつづき新入館園，館長交替館

等の紹介ののち， 議事にはいった.

なお， 出席館は21館で委任状提出館が29館であった.

主議題は， 0昭和49年度事業報告および収支決算につい

て， 0昭和50年度事業計画および収支予算で，各議題の

内容については当日配布された資料を出席できなかった

館園にも別送しているので省略するとととし， 当日の総

会で質疑応答の交わされた問題点について報告しておき

たい.まず全科協博物館事業研究会の研究テーマ， 開催

場所について質議があったが，研究会のテーマは昭和46

・ 47年度展示技術関係， 昭和48年度教育活動関係， 昭和

49年度普及広報関係など博物館活動を分野別に一通り実

施してきたが， 現場K直接役立つ事柄をというとの研究

会の趣旨にもとづき ， 今後は会員館園の意向を反映しな

がら展示技術関係に重点、をおいて計画実施したい旨，事

務局から意見が述べられた.また，会場についてはこの

研究会が軌道にのるまでは東京でという ζ とで，乙れま

で国立科学博物館で実施してきたが，そろそろ地方での

実施も検討してみたいとの乙とであった.

0国立社会教育研修所主催の博物館職員講習(学芸員資

格取得講習)については， 全科協としてもとの講習会の

発足当初から， 企画， 実施lζ協力してきたところである

が， 受講資格をさらに広い範囲の人にも適用できないか

との意見があった.ζれについては， 昭和49年度の講習

から登録博物館または博物館相当施設に準ずる施設K勤

務する者まで， 拡げられた経過もあり，今までもケース

パイケースで努力したという ζ とで了承された.

また ， つぎに， 昭和50年度事業計画のうち， 従来と特

K違った点は， 全科協ニュースの発行(発行回数年 6 回

・ 隔月発行)である . 全科協ニュースは乙れまで，会員

館園の新しい展示紹介， 特別展の紹介，展示技術等iζ関

する質問，お願いコーナー， 外国の博物館の情報提供，

全科協北から南から， 会員館園の紹介等を柱としてきた

が，今年度から研究報告も含めたい旨提案された.

乙れはサイエシスミュージアム 2号の原稿を募集して

きたが， 応募がなく， しかし， 1 怖にまとまるだけの数

はないが館園によっては苦労してまとめられたものもあ

るようなので， 乙れらが活字にならないということも惜

しまれるという趣旨から，提出された研究報告は逐次ニ

ュースに特lζ頁を設け掲載して行乙うというものであ

る. 幸い，総会で承認されたので， 早速本号から実施す

るとととした.

また， このととに関連し， きわめて少額ではあるが，

原稿料をあたらしく予算lζ積算されたので会員館園で行

なっている展示教育活動等に関する博物館学的研究の成

果をどしどしど投稿くださるよう ， とれを機会にあらた

めてお願いしたい.

また全科協の事業について， 現在，科学系博物館の種

類内容はきわめて多様化しており ， 科学博物館というも

のの概念，あり方について再検討してみる時機ではない

かと思われるので， 全科協のような科学博物館に関する

専門家の集まっているところで委員会を作って検討した

らどうかという意見が出された. 席上ではただちに結論

を出されなかったが全科協として，大いに考えなくては

ならない問題であるように思う .

さらに昭和50年度収支予算については，収入支出 K

845， 000 円という乙とになっているが， 現今の経済状勢

のもとでは，この経費で全科協として充実した事業を実

施して行くととは困難であろうから少なくとも， 会費を

特定館を除き ， 10， 000円と 5， 000 円の 2段階にするなど

して会貨を値上げしてはどうかという意見が出された.

とれに対し，理事長から今年度は値上げを考えていな

いが， 近い将来値上げすることになると思うが， その際

協力して欲しい旨要望があった.

以上は， おもな質疑のあらましであるが予定された時

間をはるかに上回わって活発に意見が交わされ，事務局

としても全科協に対する論評がきわめて大きい乙とを痛

感した次第である .

なお， 昭和49年度加入館(昭和49年度総会開催以降〉

0段林省蚕系試験場 O福島市児童文化センター

が加入して，昭和50年 3月 31日現在， 会員館圏数63館

となり ， さらに50年度分K， 0船の科学館および大津

市立科学館が新規加入し， 会員館閤数65館(うち購読

会員 4館〉になり今後全科協への働きかけが期待され

るととろである .

2 ー
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全科協北から南から

全科協へのー提言

全科協が発足して， 今迄，目ざましい発展をしてきて

います.本当に心強い限りですが， 私は ， 私なりに，全

科協に対して，常K考えている乙とを述べてみたいと思

います.

全国科学博物館協議会は，昭和45年 9 月 3 日 および10

月 5 日に常任理事会，理事会を開催して， 各種事業の専

門的事項について相互の連絡機関として発足させると い

う観点から ， おおよそつぎの諸点について意見が一致し

ました. (全科協ニュース VoI. 1 Æ'ô. l ) とあり，その中

の 3 . 当面つぎの事業を重点的に実施するとと.のうち，

(1) 資料(文献資料を含む〕の交換， 貸借， 譲渡など

の斡旋，情報提供ならびに博物館資料の収集， 展示

lζ関する相互の協力をすすめる .

確かに，博物館紀要とか， 展示解説書などの交換は，

活発になって来ています. しかし博物館資料の収集等の

相互の協力は， まだまだの感がします.

此処に一つ提案ですが， 各種樽物館が， その地域の資

料を収集する時，例えば，徳島県では，勝浦郡の正木K

ダムが出来るので ト Y ゴニアが大分，水没するから，収

集してきました. 県立の博物館ですので，一応普通であ

れば， 全部館の所有物となり，県の財産になるのです.

しかし，半分位を館の所有K し， 他の半分をト 3 ゴニア

が欲しい他の博物館の資料と交換できれば， 両方の博物

館の資料が増加するのではないでしょうか.

全科協ニュースの中に，頁をさいて， 当館K トリゴニア

20ケ譲りたいと記入し，各博物館がその地方の特色ある

もので，余分の資料を，発表する欄を設けたらと思います

又，当館には，ベニパナの標本がないので欲しいと発

表すれば， 余っている館から，その館へ寄贈又は交換で

きるというように「お譲りできる資料」や「譲ってほし

い資料」の欄を設けていただければ，資料の収集lζ関す

る相互の協力ができるのではないかと思います.

展示lζ関するものでも ， 2~3 年たてば展示物の交換

ぞをする時，パネノレ等，不必要になったもの等も ， この方

法によると，不必要な予算の浪費が防げるのではないか

と思います.
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なお，資料やパネノレの交換や輸送のi時， 又は， 次にの

べる特別巡回展にも通じるこ とですが， 博物館法第一章

第九条IC ， 国鉄による輸送K関する運賃及び料金につい

ての規定がありますが， 全科協の力によって，もっと便

利にもっと安価になれば幸いと思います.

包) 巡回展， 教育活動実施など，館外教育活動K関す

る相互協力をすすめる.

毎年， 特別展，テーマ展と，頭と，労力を駆使して，

色々と，その地方特色(地方博物館)を生かした展示会

を行なっていますが， 展示するためには，その地方の特

色ある研究業績や，独特のコレク ν ョシ，資料， 文献，

研究者が必要です.

毎年，此の様な研究が地方博物館で出来るとは限りま

せん i包囲特別展等，安価に出来れば，幸いと思いま

す.今迄IC も特別展をするには，博物館関係よりも，む

しろ大学や，研究施設からの協力が必要であったといっ

た事がありましたが，私も毎年， ζ の乙とで，苦しんで

いると同時に，生きがいを感じていますが，予算その他

の関係で， やはり限界を感じます

4. 科学博物館に関するニュース， 教育活動または博

物館的研究の成果の報告のために機関誌を発行する

全科協ニュ ースは，私達，地方博物館K勤務する者に

とって，本当にエッセンスをあたえてくれています. 諸

外国博物館および園内博物館の展示紹介など興味はっき

ません.

例えば工作室(work shop) が必要であるとか，博物館

は地域の人々の生活lζ結びついたものでなければならな

いとか，欧米では，独特の実物や模型が沢山展示されて

いるとか，近代科学K関する展示をめざしているとか，生

命の科学 (Life Science) の分野にまで博物館が手を

出しているとか，私達の夢が世界のどこかで， 実現 して

いると思うたびに血がおどってきます.

色々と，思いつくままに述べて来ましたが地方博物館

の独自性を発揮していきたいと思いま安ので，御指導及

び， 、 御連絡をお願いいたします
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アジアの博物館の現状について

去る 6 月 23 日 ， 24日の 2 日間，パリで第32四国際博物 も ， 他の機関や研究所の管理のもとに特色のあるスクー

館会議 (I COM) 諮問委員会 (32nd . Session of the ノレで着手するばかりになっている 他の国々も ， 優れた

Advisery Committee) が聞かれた . 日本からは 1 C 博物館学的レベルの見事な国立の博物館や，行政的 IC統

OM 日本委員会委員長でもある当協議会理事長福田繁が 制された多種の博物館をもっている . ラオスやプータシ

参加した.ζの会議の内容については，別に報告がある のような小さな国も，最近博物館を創設している カン

かと思うので省略するとととし， 乙 ζ ではとの会議でイ ポジアやベ ト ナムは，考古学や美術のコレク ν ョシの蛍

シ ド のニュ ーデリ ーにある ICOMア ジア地域セシタ ー 富な名高い博物館(プノシペシ， ダナ γ ， サ イ ゴンな

の所長である Dr. Grace Morl ey が， 同地域セ γタ ー ど〉があり，それらは，訓練された職員の不足や， 今回

の年次報告を行っているので，その概要を紹介しておき の戦争で新しい問題 IC 当面するなど困難な状況にもかか

たい. その内容は， 概括的なものであるが，アジア地域 わらず，よく発達した.

の博物館の現状の一端を知ることができ ， ζ れまで， 乙 アジアの博物館 アジアの博物館を展望すると，考

の面に関する資料があまりないので参考になるかと思う 古学と美術の博物館が優れていて，時には， それらの樽

報告は ， 1 COMアジア地域セシタ ーの設置の経過 物館だけが発展している乙とは不思議ではない.日本，

や，現在実施している同センタ ーの事業等にも触れてい イシドネジアだけは例外である 日本を別にすると近代

るが紙面の関係から ， 1 COMの立場からみたアジアの 美術の博物館は， ニュ ーデリーとパジコックにあるのみ

博物館の活動と現状および問題点等を中心 IC要約して紹 で稀である また， 民族学の重要なコレク乙ノヨンは，ジ

介してみたい.

アジアにおける博物館活動 アジアの博物館活動の

ャカノレタ ， デジパサノレ，ニュ ーデリー， マドラス，パシ

コック，チェシマイ ， ナコ-Yì/ータラマート ， 7"へラン，チ

現状iζは両極端がある. 1) 日本， 永年 I COMのメンパ ッタゴシ， カシディなど， いくつかの博物館Kあるが彼

ーであり ， 1 ， 000 以上のあらゆる種類の博物館と例外的 等は，地域にとって， 何が特別に重要な主題であろうか

に高い博物館学的水準とをもっている . 日 本委員会を組 正しく考えることを始めていない.最近， 独立した国で

織しており，アジ才地区セシタ ー とも密接な速絡をとっ は， 彼等の独立運動や指導者を記念して，歴史の博物館

ている.そして， 博物館事業について，博物館学的にかな を創設している . 国の発展のために大きな役割を果す科

り充実した指導と助言を与えている. 2) イシド ， 300 以 学技術の博物館は， 日本では確立されており，インド‘ご

上の博物館があり，一般的 lζ博物館技術の高いレベルの は，効果的なすーピスを展開し}ているいくつかの博物館

博物館が多く ， また博物館学の ト レーニシグコースや，博 があるが， さらに， これとは別にライブサイエンスを博

物館に関係する行政に協力するために， 国やいくつかの 物館を発展させる計画を始めた. 目下準備中のV ンガポ

地域の博物館協会を持っていて， 1 COMK対し，もっ ーノレのすイエンスセシタ ーは，アジアでは立派なもので

とも古くもっとも活動的な国内委員会がある. 3) タイ， あろう (Museum， Vol. XXVI , NO.2 参照).

1948年から ICOMのメシパーになっており，主とし このほか，アジアの多くの博物館では， 考古学や美術

て，考古学IC関係した展示表現に特色をもった地方博物 の資料にしても，自分の国のものだけに限られていて，

館が着実に発達している. しかし，民族学を含めること 隣接地域のものはあまり扱われていない.ζれは比較研

や， 自然史や科学技術のための博物館(またはセンタ 究などをするため IC も大きな障害となっているので，交

一)の計画も始ってい る. 4) イシドネ νア ， 1972年から 換などにより ， 乙のような乙とを少なくすることが望ま

ICOMのメシパ，ーで， ボゴーノレの植物園と標本館，パ れるという主旨のことも述べられている .

ンドンの地質博物館など古い博物館が着々と改善されて 問題点 テジア地域のあらゆる博物館に共通の問題は
いて， 自然史の博物館やセシタ ーが際立っているととは ， かなりあって， ζ れまでもアジア地区セシタ ーの会議で

アジアでは例外的である.博物館学的レベノレも好まし たびたび取りあげられてきた. おもな問題点は次のとお

し職員のトレーニシグも整理されつつあり，新しい博 りである. 1 ) ，古美術品， その他の文化財の密売買，

物館を見出 しつつある . 5) イラ入長い間の ICOMの 2)，保護，管理に必要なもの， 3) ， 訓練された職員の不

加盟国で，古代の偉大なコレク ν ョンは有名である.民 足， 4) ， 博物館の維持改善のための財源、の不備， 5) ，博

族学の資料も豊富であり，主としては考古学ではある 物館に必要なもの，特IC外国の技術書や定期刊行物を入

が，文化芸術省のもとに，首都や遺跡のある所で‘博物館 手するための外貨が制限されている(国によっては皆無

を意欲的 IC改善している.また， 美術や自然、史の博物館 である〕乙と.

- 4 
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博物館における情報サービスシステムに関する試み

産業安全技術館 東海林菊夫

1 技術館に求められる情報サービス 、ものH は.1実物Jí レポー ト ・ 論文などの文献Jí写真や

「安全帽はどこで購入出来るかJí構造，規格はどうな フィ ノレム」など，色々な形態で存在する.乙れらの資料

っ ているのかJí屋外作業では， どのぐらいの期間使える は扱い方によって， 展示資料となり ， 保存や研究あるい

か」など，安全帽を例にとってみても ， 実に様々な質問 は教育資料になる.何れの場合であっても ， 博物館にお

が当館の窓口に寄せられる. ける資料の大部分は，博物館利用者に何んらかの形で働

産業安全技術館では，開設以来， 安全資料の展示とあ きかける作用をもつものである.

わせて安全に関する相談に応じて来た.近年，労働安全 博物館で扱う‘ものM は情報の媒体であり，一般に公

関係の法規改正や会社や工場の労働災害防止に対する関 関されている博物館では展示や視聴覚資料などを媒体と

心の高まりから，寄せられる質問も広範で高度な内容の して，入館者に対しサービスを行なっているのである.

ものが多くなる一方， 安全に関する情報の生産量も他の しかしながら，所蔵はしていても公開されない資料は，

分野同様，年々増大している . 特殊な場合を除きサービスの対象にはならない.ζ れら

この様な背景もあって， 安全相談体制の整備を早急に をカパーし，展示資料に関連ある資料の収集， 蓄積，利

行なう必要があった.すなわち，従来の安全相談では， 用の場合にも情報管理の必要が出てくるであろう.

相談員の、記憶H をよりどとろとして， 文献やデータな さて，当館の場合，安全相談の内容は様々である乙と

どの関係資料を探し出 していたが，それらの所在をミ記 は前述したが，大まかに，次の様lζ分類する乙とが出来

録H し，速やかに引き 出す方式を採用し，迅速に正確な る.

情報の提供を行なおうとするものである (1)安全装置や保護具などの所在lζ関するとと.

検討の結果，ある程度の機械化を計 っ た「産業安全技 (2)安全の条件に関するデータ等に関すること.

術館情報サー ビス ・ νステム」を開発し，安全相談体制 (3)安全関係の業務(調査や教育など)を行なう機関に

の整備とその活用を進めつつあるので，概要について報 関する乙と.
告 したい (4)安全対策の具体的方法に関するとと .

2 安全の情報 (5)その他

一般的に博物館は， ミもの"を収集整理し， 調査研究 ζ れらに対して， その所在やデータなど主i亡、記録M の

し，展示し教育普及する機能を持つ.博物館で取り扱う 形で保存できるものを「安全の情報」として取り扱うこ

~と|電子計算機方式 | カ ー ドセレクタ 1"( ーュアノレザ
方式 (ハ ン ドソー

価 格 | 高い | 比較的安い
維 持 l 安い(カードのみ) 1 安い(カードのみ)

検 索 の処理量|多量 1 3 - 5 万件 | 少量

1 600枚/分 1 1 回 1帥程度

検 索 の多元機構 | 容易 | かなり制約あ り

オ ペ レーター 高(度の者訓練が必任)要 専任者は必要とし 同左
使 専任の選 ない
用
上 操 作 専門の知識が必要 簡単 同左
の

制約 かな り 制約があ る
時 間 (専用機な ら常時) いつでも使用可 同左

使用可

表 1 検索方式の比較

1 -

ととした.すなわち

(1)定期刊行物， 研究報告，年報

等の文献類で，必要と考えら

れる部分

(2)安全関係用品，保護具等のカ

タログ類

(3)安全データ等の参考資料

(4)関係機関等 l乙関する資料

(5)その他

3 各種検索方式lの得失

情報を収集し，分析 ・ 整理し蓄

積したものから目的の情報を探索

する方法には

(1)マニュアノレ方式

(2)カ ー ドセレク夕方式
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(3)電子計算機方式

などがある. とれらの方式を比

較すると，表 1 の様にな る.

~竺主l ピンボ ー ド方式

プログラムの与え方 I セレクタ本体命のプログラム I すべて，箇カ ードに命令すする I
ボード上lζ 令を与える . ものの所をマーク る .

乙れらの検索方式のうち， 相談

窓口で， 係員がいつもで手軽に使

え， 検索速度も比較的速し維持

費が安いなどの点から， とのνス

テムで使用するには， カ ードセレ

ク夕方式が適当と思われたので，

その細部について検討を行なっ

た.

命令の確認

オペレータ ー

維持費

プログラムボード上で命令
の確認ができる .

確さ認をする場合にはマーク
れていないカー ド との突

き(合実せで行なう.
際時は，をマークの再確認

は， 問要する)

I ~~者は特lζ必要としな|専問必要とする

|カ ー ドの消耗が激しい

セレクタの検索指示方式には，
表 2 ピシボー ド方式とプログラムス ト アー ド方式の比較

ピシボー ド指示方式とプログラムス ト アー ド方式の 2 通

りがあり，それぞれの特徴を簡単に表 2 に示す.

以上の結果から， ζのνステムで使用する機械は， ピシ

ボード指示方式のカードセレクタが適当であるとの結論

に達した.

なお， 乙の積の機械は，タナック腕から，タナックセ

レクタ 600 ν リ ーズが販売されている.

4 安全情報サービス・システム

乙乙では，扱う安全情報の範囲と使用機械について，

具体的に， どの様なνステムで行なうかを説明する.

(1)性格

「産業安全技術館情報サービス ・ νステム」は， 安

全技術， 安全条件に関するデータ(以下安全データと

称する)および安全衛生用品，保護具メーカ一等の所

在ならびに関係機関等の所在情報等について収集し，

分析 ・ 整理 ・ 蓄積し要求に応じて検索し提供するジス

テムである.

つまり ， 安全技術等の情報について，主』ζ 、な IC'

は‘どとにあるか4 および‘なにH はをどういう ζ と

かH を取り扱うものである .

(2) 目的

情報需要者(主に，技術館の参観者及び電話等によ

る相談者)に対し， 安全に関する正確な情報を迅速に

提供するための検索を， 次のように行なう.

①安全技術lζ関する論文，解説等の文献情報の所在

については.í内容Jí資料の形Jí発行(所在〕機関J

等について検索する.

②安全衛生用品，安全衛生保護具等に関する情報の

所在については， その「積類Jí所在機関J 等につい

て検索する .

③関係機関については「所在機関」で，安全データ

K関する情報については.í所在機関」および「デー

タ」で検索する.

④検索の結果判明した関連諸資料を情報需要者に閲

ぐI青報の収集〉

「産業安全技術館情報サービス・システム」概念図

覧させあるいは資料の複写を提供する.

(3)ì/ステムの概念図

「産業安全技術館情報サービス ・ νステム」の概念

図は， 上図のとおりである .

他)原情報の収集

情報源としては， 当研究所に受入れる定期刊行物，

研究報告，年報等で，必要と考えられる部分を復写し

たもの， および安全衛生用品，保護具等のカタログ，

安全データ等の参考資料， 関係機関リスト等の関連資

料を収集する.

収集した原情報には受入れ順に番号を与え，番号順

lζ整理し蓄積する .

なお， 場合によっては，情報の所在そのものをマー

キングカードに直接記録する場合がある . とのl時には

受入れ番号は与えない.

(5)マーキ ングと情報の蓄積

収集した原情報については，マーキシグカード分類

2 -
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項目』とより 内容を分析し，原則と して 1 情報について

1 枚のマーキングカードに所要事項の記録とマーキン

グを行なう .

マーキシグ済みのカードは，マーキシグカー ドファ

イノレに整理保管する .

(6)質問の内容分析と検索

情報の需要者から照会のあ った質問は，係員が内容

をマーキングカード分類項目により分析し， カ ー ドセ

レクタのプログラム指示ボー ド上に所定のピン指示を

行ないマーキ Yグカー ドの検索を行なう .

検索の結果には， 質問の内容に合致しないノイズを

含んでいるので， 係員は検索されたマーキングカー ド

を見て，必要な情報だけを選び出す.

(7)出力

「産業安全技術館情報サービス . ì/ステム」の主な

出力は， ノ イズチェックを行なった結果選び出された

7ーキングカードまたは原情報資料の複写である.

5 マーキングカード分類表
(1)分類表の作成方針

分類表の作成にあたっては，次の11の観点から， 整

理， 検索そ行ない得る様にした.

①関連分野

情報の内容が，主にどの分野IC属するかを識別す

るため，í産業安全Ji労働衛生Ji公害Ji交通安全Ji学

校安全Ji室長庭安全Ji消防」および「その他J ~C区分

し， どの分野にも共通する場合には「一般」として

ある.

②業種

①で大別した分野のうち，í産業安全Ji労働衛生J

K該当する場合IC，どの業種にかかわる問題であ る

ミ ュー ジア ム No. 2 一一ー

かを識別する .

③起因物

災害の原因となった「起因物」を識別する.

④事故の型

起因物による事故発生の形態がどのようなもので

あるかを識別する.

⑤環境

職場の作業環境条件が事故発生に大きな影響を与

えること，あるいは公害等に関連して環境の問題

が，近年とくに注目されているので，乙の項目を設

けた.

⑤保護具

当館lζ寄せられる情報需要者の要求のうち，保護

具について， 相当の頒度があるので， 細区分しであ

る.

⑦内容

情報を内容の観点から区分しようとするもので，

いわゆるキーワード的な考え方を採り入れ，産業安

全等の情報の検索の重要な手がかりとなる「コト

パJ 78語を配列しである .

③資料の形

情報の媒体(主に印刷物)がどんな形態であるか

を区分する.

③発行(所在)機関，その第 1 音， 発行年

資料を生産した機関及び資料の所在する機関など

を区分し，その機関名の第一音および資料が生産さ

れた年(西暦の未尾)を記録する.

⑬資料の所在場所

情報資料がどζIC存在するかを区分する.

@編著者名の第 1 音

幽， ・" .
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'''N"Ç 例"-H.. C偽 HJ ~Oulも -1-]同

検索されたカード

情報資料の編著者が判明しているときに区分する しかし， だからと言って，手をつかねていていい筈は

以上の各項目の方針に合わせ，セレクタ用カードに配列 ない.私たちは今，幼稚ではあるがこのジステムを開発

すると ， 前ページの様になる し， 多くの問題を抱えながらその活用を計ろうとしてい

なお， カ ー ド設計にあたっては，検索されたカードの る.

複写のとき，主な項目が一覧表の形になる様IC，カード 情報需要者K有効な情報を提供するため， つねに新ら
の上部 2 ロク (行) をその記入欄に， またカードの右半 しい情報の収集とマーキングカードの更新を必要とする

分 (40カラム〉を，その他の必要事項の記入欄として使 だろう 。「マーキジグカード分類表」の見なおしも必要に
用している . なるだろう . また， 情報の蓄積長;が膨大になった場合の

6 システムの運用 対策とか検索精度や検索スピー ドの向上のため， より高

現在カードの蓄積量が少ない乙ともあり ， あまり活 度のνステムを関発するととも必要となるであろう .
発にとのジステムは動いていないが，具体均な 1 例を紹 乙れらの問題を解決するために， マイクロフィ ノレムの

介する 導入とか， 検索精度の向上などについて研究し，より充

く質問 ・ ワ イヤーロープのク リ ップ止めの方法と問 実したνステムとするため， 今後も努力したいと考えて

隔， および個数について知りたい> いる.

検索の結果， 上の 3 枚のカードが選び出されたが， ① 本報告にあたり当館安全技術課長 香坂敏夫氏のど指

と②はノイズで， ③のカー ドが該当する文献であった. 導をうけたことを感謝するものである .

なお ， マーキ ングカ ードには， 乙の様Iζ"<ーキング

スペースのほか， 必要事項が記入出来るスペースがあ (参考文献)

る。表題11::関する内容の記事とか関連事項の記録などが 1. 橋本昌幸 : 情報検索のABO，日本放送出版協会

可能であり ， 乙のνステムの特徴の 1 つとなっている。 2. タナック文献検索νステム研究会編 文献検索，タ

7 おわりに ナック側

博物館における情報サービスの問題については，関係 3. 吉村典夫:情報から見た理工学博物館における 1 2 

者から相当以前より提唱されて来てはいる.しかし，具 の問題， 第 5 回学芸員研究集会報告書(日博協)

体的実施の例はあまり知られていない. 実際，数多い博 4. 吉村典夫:情報と博物館，第四回全国博物館大会報

物館業務の中で， 乙のようなνステムを完全な形で運用 告書 f日博協)

するには，それに要する予算， 人員など膨大になる可能

性があり， それなりに覚悟を必要としよう .
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